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はじめに

発電所敷地境界および発電所周辺において、空間積算線量を測定する際、

各所に収納箱を設置して、蛍光ガラス線量計を配備しているが、当該収納箱の

仕様を、合板製から耐久性に優れた樹脂製へ変更することを計画している。

収納箱の変更にあたり、材質の違い等による変化に対して、蛍光ガラス線量

計の測定結果への影響度合いを確認すべく、現状と変更予定の収納箱を使用

して並行測定を行った。

この度、評価結果が纏まったことから、採用可否判断も含め報告するもので

ある。
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収納箱の仕様と空間積算線量の並行測定状況

収納箱仕様
ポール材質

材質 密度（g/cm3） 厚さ（mm）

合板製収納箱 合板
０．６２

（既存収納箱の体積と
重量から算出）

底部 ：２６
底部以外：１６

樹脂

樹脂製収納箱
ポリカーボ
ネート

１．２
（日本プラスチック板
協会に確認）

全て ：３．４ 金属

【収納箱の仕様】

【福島第二原子力発電所における空間積算線量の並行測定状況】

それぞれの収納箱位置の線
量率は同じであることを、サーベ
イメーターにて確認している。

樹脂製収納箱 合板製収納箱

モニタリングポスト
Ｎｏ．７地点
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福島第二原子力発電所における並行測定結果

２０２１年度第２四半期 ２０２１年度第３四半期 ２０２１年度第４四半期

合板製
(a)

樹脂製
(b)

(b)/(a)
合板製
(a)

樹脂製
(b)

(b)/(a)
合板製
(a)

樹脂製
(b)

(b)/(a)

モニタリング
ポストNo.3地点

０．５８３ ０．５７０ ０．９８ ０．５６１ ０．４９２ ０．８８ ０．５４７ ０．５５３ １．０１

モニタリング
ポストNo.4地点

０．５００ ０．５３５ １．０７ ０．４８８ ０．４６９ ０．９６ ０．４７２ ０．５１６ １．０９

モニタリング
ポストNo.7地点

０．１７８ ０．１９０ １．０７ ０．１８０ ０．１７９ ０．９９ ０．１６９ ０．１８８ １．１２

(単位：mGy)

福島第二原子力発電所においては、２０２１年度第２四半期から第４四半期の
間で、空間積算線量の並行測定を実施した。

この結果、樹脂製収納箱は合板製収納箱に対して、０．８８倍から１．１２倍の
範囲であることを確認した。
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福島第一原子力発電所における並行測定結果

２０２１年度第４四半期

合板製
(a)

樹脂製
(b)

(b)/(a)

モニタリング
ポストNo.6地点

０．８７２ ０．９５３ １．０９

モニタリング
ポストNo.8地点

７．３８４ ７．８３３ １．０６

大熊町旧役場 ２．４５４ ２．４６１ １．００

(単位：mGy)

福島第一原子力発電所においては、２０２１年度第４四半期に、比較的高線量
箇所において、空間積算線量の並行測定を実施した。

この結果、樹脂製収納箱は合板製収納箱に対して、１．００倍から１．０９倍の
範囲であることを確認した。
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樹脂製収納箱への取替可否判断および取替計画

合板製収納箱の耐用年数は数年であることから、２０２２年６月以降、合板

製収納箱の劣化状況を踏まえつつ、数年をかけて樹脂製収納箱に取替を実

施することとする。

【樹脂製収納箱への取替可否判断】

「蛍光ガラス線量計を用いた環境γ線量測定法（文部科学省 放射能測定

法シリーズ２７）」においては、収納箱の条件として「特別の目的がないかぎ

り、収納箱はγ線に対するしゃへい効果の少ない材料で製作しなければなら

ない。」とある。

今回の並行測定の結果から、樹脂製収納箱と合板製収納箱の遮へい効果

は同等であるため、樹脂製収納箱への取替は可能と判断する。

【樹脂製収納箱への取替計画】


